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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】被包装物のトレイサイズに対応するトレイ情報
を正常に読み出せない場合でも、簡単な操作によりその
被包装物に対して最適なフィルム包装が可能な包装装置
を提供する。
【解決手段】包装装置は、フィルムにより被包装物を包
装する包装部と、被包装物のトレイサイズを含むトレイ
情報を記憶する記憶部と、表示部３９と、被包装物のト
レイサイズを検出するサイズ検出部と、検出された被包
装物のトレイサイズに基づいて、記憶部からトレイサイ
ズに関連付けられたトレイ情報を読み出し、そのトレイ
情報を基に包装部に包装処理を行わせる制御部と、を有
し、制御部は、記憶部から被包装物に対応するトレイ情
報を読み出せないと判断した場合、包装部により被包装
物に対して包装処理を行わせる前に、記憶部からトレイ
情報を読み出し、そのトレイ情報を被包装物に対応する
候補として選択可能に表示部３９に表示する処理を行う
。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムにより被包装物を包装する包装部を備える包装装置であって、
　前記被包装物のトレイサイズを含むトレイ情報を記憶する記憶部と、
　包装処理に関する表示を行う表示部と、
　前記被包装物のトレイサイズを検出するサイズ検出部と、
　前記サイズ検出部により検出された前記被包装物のトレイサイズに基づいて、前記記憶
部から該トレイサイズに関連付けられた前記トレイ情報を読み出し、該トレイ情報を基に
前記包装部に包装処理を行わせる制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記記憶部から前記被包装物に対応するトレイ情報を読み出せないと判
断した場合、前記包装部により該被包装物に対して包装処理を行わせる前に、前記記憶部
に記憶されている前記トレイ情報を読み出して、該トレイ情報を前記被包装物に対応する
候補として選択可能に前記表示部に表示する処理を行うことを特徴とする包装装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記表示部に表示された候補の中から指定のトレイ情報が選択された場
合、該選択されたトレイ情報に基づいて前記包装部に前記被包装物の包装処理を行わせる
請求項１に記載の包装装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記サイズ検出部により前記被包装物のトレイサイズを検出できない場
合、所定期間だけ前記サイズ検出部からの信号を無効とし、前記表示部に表示された候補
の中からトレイ情報が選択されると、該トレイ情報に基づいて前記所定期間だけ前記被包
装物の包装処理を行うことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の包装装置。
【請求項４】
　操作指示を入力する操作入力部を更に備え、
　前記制御部は、前記記憶部に、前記サイズ検出部により検出したトレイサイズに対応し
たトレイ情報が記憶されていない場合、前記操作入力部により、新たに入力されたトレイ
情報と前記サイズ検出部により検出した未登録の前記トレイサイズとを関連付けて前記記
憶部に記憶する処理を行うとともに、該トレイ情報に基づいて前記包装処理を行うことを
特徴とする請求項１から請求項３の何れかに記載の包装装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被包装物をフィルムで覆い包装する包装装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被包装物を包装部へ搬入する途中でセンサー等によりトレイサイズを検出して包装処理
を行う包装値付装置（包装装置）が知られている（例えば、特許文献１参照）。詳細には
、包装装置は、被包装物を包装部へ搬入する途中でセンサー等によりトレイサイズを検出
し、検出したトレイサイズに基づいて包装装置内の記憶部などに設定されているトレイ情
報（トレイ番号、トレイの幅、奥行、高さ、フィルムのカット長、風袋重量（トレイの重
量）など）を呼び出し、その呼び出したトレイ情報に応じて被包装物をフィルムにより覆
うことで包装を行っている。
【０００３】
　また、一般的な包装装置では、被包装物のトレイサイズに対応したトレイ情報が包装装
置内の記憶部などから呼び出せない場合、被包装物のトレイサイズを予め規定したサイズ
として包装処理を行っている。この規定のサイズとしては、フィルム包装によりトレイを
破壊しないように、通常一般的に取り扱う各種トレイサイズのうち最大サイズなどに設定
される。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開平７－１２５７２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記包装装置では、トレイ情報の呼び出し不能時、各種トレイサイズのうち最大サイズ
などに設定されるので、フィルムの張りが弱いなどの包装不良を生じる虞がある。この場
合、オペレータは、包装状態の良好でないフィルムを被包装物から取り外し、再度、包装
装置にその被包装物の包装処理を行わせるという煩雑な処理を行うことを要する。
【０００６】
　本発明は、上述した問題に鑑みてなされたもので、被包装物のトレイサイズに対応する
トレイ情報を正常に包装装置の記憶部から読み出せない場合であっても、簡単な構成で、
被包装物に最適な包装処理を行うことができる包装装置を提供すること、などを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の包装装置は、フィルムにより被包装物を包装する包装部を備える包装装置であ
って、前記被包装物のトレイサイズを含むトレイ情報を記憶する記憶部と、包装処理に関
する表示を行う表示部と、前記被包装物のトレイサイズを検出するサイズ検出部と、前記
サイズ検出部により検出された前記被包装物のトレイサイズに基づいて、前記記憶部から
該トレイサイズに関連付けられた前記トレイ情報を読み出し、該トレイ情報を基に前記包
装部に包装処理を行わせる制御部と、を有し、前記制御部は、前記記憶部から前記被包装
物に対応するトレイ情報を読み出せないと判断した場合、前記包装部により該被包装物に
対して包装処理を行わせる前に、前記記憶部に記憶されている前記トレイ情報を読み出し
て、該トレイ情報を前記被包装物に対応する候補として選択可能に前記表示部に表示する
処理を行うことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の包装装置は、前記表示部に表示された候補の中から指定のトレイ情報が
選択された場合、前記制御部が、該選択されたトレイ情報に基づいて前記包装部に前記被
包装物の包装処理を行わせることを特徴とする。
【０００９】
　上記本発明に係る包装装置によれば、トレイ情報を記憶部から正常に読み出すことがで
きない場合、被包装物に対して包装を行う前に、トレイ情報の候補を選択可能な設定画面
を表示させ、オペレータの操作入力部の操作指示により被包装物に対応するトレイ情報を
容易に設定でき、そのトレイ情報に基づいて被包装物に対して最適なフィルム包装を行う
ことができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、被包装物のトレイサイズに対応するトレイ情報の読み出しが正常にで
きない場合、包装を行う前に、トレイ情報の候補を選択可能な設定画面を表示部に表示し
、オペレータにその候補を選択させるようにしたので、選択されたトレイ情報に基づいて
被包装物に対して最適なフィルム包装が可能な包装装置を提供することができる。また、
簡単な構成で、良好な包装状態、良好な操作性の包装装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る包装装置の一例を示す縦断側面図。
【図２】本発明の実施形態に係る包装装置の商品搬入部の一例を示す縦断正面図。
【図３】本発明の実施形態に係る包装装置の商品搬入部の一例を示す部分平面図である。
【図４】本発明の実施形態に係る包装装置の電気的な構成図。
【図５】本発明の実施形態に係る包装装置の機能ブロックの一例を示す図。
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【図６】本発明の実施形態に係る包装装置の記憶部に記憶されているトレイ情報の一例を
示す図。
【図７】本発明の実施形態に係る包装装置の表示部に表示される画面の一例を示す図。
【図８】本発明の実施形態に係る包装装置の表示部に表示される設定画面の一例を示す図
。
【図９】本発明の実施形態に係る包装装置の動作の一例を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施形態に係る包装装置は、被包装物をフィルムにより包装する。この包装装
置の記憶部は、被包装物のトレイサイズなどを記憶している。
　包装装置は、被包装物に包装処理を行う場合、先ず、被包装物のトレイサイズを検出す
るセンサーなどのサイズ検出部により被包装物のトレイサイズを検出し、次に、その検出
されたトレイサイズに対応するトレイ情報を記憶部から読み出し、そのトレイ情報に基づ
いて包装部により被包装物を包装する処理を行う。
【００１３】
　また、本発明の実施形態に係る包装装置は、サイズ検出部のセンサー不良などにより、
包装装置の記憶部に記憶されているトレイ情報を正常に読み出せない場合、その被包装物
に対して包装部により包装処理を行わせる前に、記憶部に予め記憶されているトレイ情報
を読み出して、そのトレイ情報を被包装物に対応する候補として、操作入力部により選択
可能な設定画面を表示部に表示する処理を行う。操作入力部により、表示部に表示された
候補の中から指定のトレイ情報を示す操作指示が入力された場合、包装装置の制御部は、
そのトレイ情報に基づいて包装部にその被包装物に対して包装処理を行わせる。
　また、本発明の実施形態に係るラベル包装装置は、ラベル貼付手段を備える。上記トレ
イ情報は、ラベル貼付手段が被貼付対象物（フィルム包装された被包装物）にラベルを貼
付する位置を決定する際に参照される。包装装置の制御部は、トレイサイズを正常に記憶
部から読み出せない場合であっても、操作入力部により設定されたトレイ情報に基づいて
ラベル貼付位置を特定し、ラベル貼付手段にラベルをそのラベル貼付位置に貼付させる。
【００１４】
　以下、本発明の実施形態に係る包装装置を図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係る包装装置１００の一例を示す縦断側面図である。図２
は包装装置１００の商品搬入部の一例を示す縦断正面図である。
　本実施形態では、計量ラベルプリンタを装備するストレッチフィルム包装装置に、本発
明に係る包装装置を適用した一例を説明する。
【００１５】
　図１、図２に示したように、本発明の実施形態に係る包装装置１００は、ストレッチフ
ィルム包装機Ａ（包装部）と、計量ラベルプリンタＢと、ラベル貼付装置Ｃと、を有する
。計量ラベルプリンタＢは、包装機Ａにおける商品搬出路の側方上部に配置され、ラベル
貼付装置Ｃは商品搬出路の上方に配置されている。
【００１６】
　本実施形態では、被包装物として、トレイ上に商品を載置したものを採用する。尚、被
包装物としては、この形態に限られるものではない。
【００１７】
　包装装置１００は、サイズ検出部を有する。サイズ検出部は、トレイのサイズとして、
トレイの幅、高さ、縦幅（（奥行き）長さ）を検出する。サイズ検出部は、詳細には、光
センサー３ａ、３ｂなどを有する。サイズ検出部は、詳細には、被包装物のトレイの幅を
検出する反射型光センサー３ａ、３ａ’と、被包装物のトレイの奥行き（縦幅）の検出や
トレイの高さの検出を行う光センサー３ｂと、などを有する。尚、本実施形態では、トレ
イの高さを検出する光検出センサー３ｂは、一つ又は複数の光源と、それに対して所定距
離離だけ離間して配置された複数の受光素子とが上下方向に並べて配置されている。
【００１８】
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　光センサー３ｂの一番下に位置するセンサーは、商品の縦幅（奥行き）を検出するセン
サーを兼用している。トレイの縦幅は、この光センサー３ｂがトレイの前端部（コンベア
の進行方向に沿って）を検出した時からトレイの後端部を検出した時までの、プッシャー
コンベア１の移動距離から算出される。
【００１９】
　詳細には、光センサー３ｂとしての発光部と受光部とが、所定間隔だけ離れて配置され
ている。コンベア上に載置されたトレイは、光センサー３ｂとしての発光部と受光部との
間を予め規定された速度で通過するように構成されている。
　発光部と受光部との間にトレイが位置していない場合、受光部は、発光部から比較的大
きな光強度の光を受光する。発光部と受光部との間にトレイが位置する場合、発光部から
射出された光がトレイに遮られ、受光部では比較的小さな光強度の光を受光する。制御部
は、受光部で受光される、時間経過に伴う光の強度の強弱のパターンに基づいて、弱い光
強度を検出している時間と、トレイの移動する速度（規定速度）とを乗算することで、ト
レイの縦幅（奥行き）を算出する。
【００２０】
　ストレッチフィルム包装機Ａは、フィルムの幅方向を拡張する機構（プレストレッチ機
構）を備えた包装機であり、機枠Ａ１の正面、即ち前部に商品（被包装物）を載置する商
品載置部（計量皿）ａを備え、該商品載置部ａの手前側近傍に反射型光センサー３ａ，３
ａ’と、その反射型光センサー３ａ，３ａ’を商品の幅方向へ移動させる移動手段３５と
からなる商品の載置ズレ及び幅寸法を検出する検出手段Ｄを備える（図３参照）。包装装
置１００は、商品載置部ａに載せた商品がプッシャーコンベア１により機枠内部に設けた
エレベータ２まで搬送されるように構成されている。
【００２１】
　そのコンベア１による商品搬送路の途上に、そのコンベア１の側方に位置させて商品の
縦幅（奥行き）及び高さを検出する高さ検出センサー３ｂが設けられている。
　上記エレベータ２の上方には包装部ｂが設けられ、その包装部ｂの上流側（図２の右側
）には、フィルムロール配置部４とそのフィルムロール配置部にセットされたフィルムロ
ール５から繰り出されるフィルム５’の先端部を保持するフィルム保持手段Ａ２が設けら
れている。
【００２２】
　包装部ｂを挟む前後両側部には、フィルム保持手段Ａ２で保持されているフィルム先端
を挟持して引き出し、包装部ｂまで搬送する上下の搬送ベルトからなるフィルム搬送機構
Ａ３が、フィルム保持手段Ａ２の先端に接近させて配置され、フィルム保持手段Ａ２と搬
送機構Ａ３との間には、搬送機構Ａ３で挟持され引き出されたフィルムを所定長さに切断
するカッターＡ４が配置されている。
【００２３】
　搬送機構Ａ３の上方には、左右折り込み板Ａ５と後折り込み板Ａ６、及び、後折り込み
板Ａ６の上方に位置して排出プッシャＡ７が配設され、機枠Ａ１の前側に配置したコンベ
ア１の上方には、前折り込みローラ６’および前記排出プッシャＡ７で押し出される商品
の排出路（ヒータコンベア）６が水平に設けられている。
【００２４】
　包装装置１００は、エレベータ２に載せられた商品を、エレベータの上昇により上記包
装部ｂに展張されたフィルム５’に対して突き上げ、引き伸ばされた状態のフィルムの左
右および後側端部を、左右折り込み板Ａ５と後折り込み板Ａ６とにより商品の底面に折り
込んだ後、排出プッシャＡ７により商品を機枠Ａ１前側の排出路６へ向けて水平に押動さ
せながら、前折り込みローラ６’で上記フィルム５’の前側端部を折り込んでフィルムの
折り込みを行う。
【００２５】
　図４は、本発明の実施形態に係る包装装置１００の電気的な構成図である。図５は包装
装置１００の機能ブロックの一例を示す図である。図４に示したように、包装装置１００
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は、計量ラベルプリンタ制御部Ｇと、包装機構制御部Ｉと、を有する。
　計量ラベルプリンタ制御部Ｇは、主として計量ラベルプリンタ関係の制御を行うもので
ＣＰＵ３６によって制御される。包装機構制御部Ｉは、主として包装機の機構部の制御を
行うもので制御部５２（ＣＰＵ）によって制御される。
【００２６】
　計量ラベルプリンタ制御部Ｇについて説明する。
　ＣＰＵ３６には、バス３６ａを介してＲＯＭ３７、ＲＡＭ３８、表示操作部３９、計量
部４０、通信用のインターフェース回路（ＩＮＦ）４１、印字部４２、吸着部駆動部４３
、及び、商品検出センサー４４が接続されており、ＲＯＭ３７にはＣＰＵ３６が実行する
各種制御プログラムが記憶されている。
　尚、高さセンサー３ｂの一番下側のセンサーは商品の縦幅（奥行き）を検出するセンサ
ーを兼用している。商品の縦幅はこのセンサーが商品の前端部を検出した時のプッシャー
コンベア１の移動距離から算出される。
【００２７】
　ＲＡＭ３８は、ＣＰＵ３６がＲＯＭ３７の制御プログラムを実行する場合に用いるレジ
スタ，フラグ等のエリアと、商品毎に予め各種データが記憶されたプリセットデータエリ
アとを備えている。プリセットデータエリアには商品（商品番号）に対応して、値段計算
及びラベル印字用のデータである「品名（商品名）、例えば豚（モモ肉）」、「単価、例
えば２５０（１００ｇ当り２５０円）」、「風袋、例えば５（トレイ重量５ｇ）」と、ラ
ベル貼付用のデータである「ラベルの向き、例えば（１）」等が予め記憶されている。こ
こでラベルの向きのデータは、（１），（２），（３）の３種類で、
（１）…ラベルが発行された時の向きのまま
（２）…ラベルが発行された時の向き＋反時計回り方向に９０度回転
（３）…ラベルが発行された時の向き＋時計回り方向に９０度回転
のように意味付けられている。
【００２８】
　表示操作部３９は、キーボードとタッチパネルからなる操作部と、液晶表示装置で構成
された表示部とを備えており、各種データ及び指令の入力、又は、ＣＰＵ３６の指令に基
づいて入力データの表示、プリセットデータの表示、各種メッセージの表示を行うもので
、別名コンソール部とも呼ばれている。
【００２９】
　計量部４０は商品載置部ａに載置された商品の計量信号をＣＰＵ３６へ供給する。通信
用のインターフェース回路（ＩＮＦ）４１は、包装機構制御部Ｉと各種データ、指令など
の通信を行うための回路である。印字部４２は計量ラベルプリンタであり、サーマルプリ
ンタなどを備え、ＣＰＵ３６の制御によりラベルに品名、値段、単価、有効日、バーコー
ド等の印字を行い、印字したラベルを発行口７に発行するものである。
【００３０】
　吸着部駆動部４３（駆動機構Ｃ２）は、ラベル吸着部Ｃ１を移動させて発行口７にある
ラベルを吸着した後、所定のラベル貼付位置へ移動させると共に、ラベル吸着面の向きを
所定の向きとし、商品に対してラベル吸着部を所定のタイミングで下降させることで商品
の所定の位置に所定の向きでラベルを貼付するための機構部である。商品検出センサー４
４は、ラベル貼付のための信号を発生するもので、商品がラベル貼付場所へ位置した場合
、その旨をＣＰＵ３６へ供給する。
【００３１】
　吸着部駆動部４３について説明する。水平モータＭ１駆動回路はラベル吸着部Ｃ１面を
水平移動、即ち商品の搬送方向と直交する方向に移動させる水平モータＭ１（第１の駆動
機構のモータ）を駆動する回路で、その水平モータＭ１としてはステッピングモータが使
用されている。従って、ステッピングモータの駆動パルス数をカウントすることで吸着部
の位置を検出することができる（右回転の時はプラスカウント、左回転の時はマイナスカ
ウント）。水平基準位置センサーＦ１は、吸着部が水平方向の基準位置に位置したことを
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検出するセンサーで、この基準位置からの前記駆動パルスのカウント値によって吸着部の
水平方向の位置決めが行われる。
【００３２】
　上下モータＭ２駆動回路及び上下基準位置センサーＦ２は、モータＭ２（第２の駆動機
構１１のモータ）が吸着部を上下方向へ移動させるものである以外は水平モータＭ１と同
様である。又、回転モータＭ３駆動回路及び回転基準位置センサーＦ３は、モータＭ３（
第２の駆動機構のモータ）が吸着部を商品搬送面と平行な面で回転させるモータで、モー
タＭ３の駆動パルスで位置決めされるのは距離ではなく、回転角度である点を除くと前記
した水平モータＭ１の場合と同じである。ラベル貼付センサーＦ４は、ラベルが商品に貼
付されたこと、つまりラベル吸着部Ｃ１の吸着面が商品Ｆに当接されたことを検出するセ
ンサーで、ラベル吸着部Ｃ１に上側方向の力が一定以上加わったことにより前記上側の平
行アームが支持腕から離間したことを検出している。
【００３３】
　次に、包装装置の包装機構制御部Ｉの制御部５２（ＣＰＵ）について説明する。制御部
５２にはバス５２ａを介して通信用インターフェース回路（ＩＮＦ）５３，ＲＯＭ５４，
ＲＡＭ５５，操作部５６，及び、機構駆動部５７が接続されている。通信用インターフェ
ース回路（ＩＮＦ）５３は、計量ラベルプリンタ制御部Ｇと各種データ、指令の通信を行
うための回路である。ＲＯＭ５４は、制御部５２が実行する制御プログラムなどを記憶し
ている。
　ＲＡＭ５５は、制御部５２がＲＯＭ５４の制御プログラムを実行する場合に用いる各種
レジスタ及びフラグのエリアの他に商品の形状データ（縦、横、高さ）に基づいて制御デ
ータを決定するための各種テーブル等を記憶している。
【００３４】
　図６は包装装置１００の記憶部に記憶されているトレイ情報の一例を示す図である。
　図６に示したように、トレイ情報は、トレイ種別を示す情報、トレイの幅情報、トレイ
の高さ情報、トレイの縦幅（奥行き）情報、トレイに対応したフィルム長さ（カット長）
情報、トレイの重量情報（風袋重量）などを関連付けて記憶している。
　図６に示したトレイ情報は、記憶部としてＲＡＭ５５に記憶されていてもよいし、ＲＯ
Ｍ５４、ＲＯＭ３７、ＲＡＭ３８などの記憶部に記憶されていてもよい。
【００３５】
　図４に示したように、操作部５６は、装置の起動、停止等のためのスイッチである。機
構駆動部５７は、包装を実行する場合に包装機の各機構部を駆動するための回路である。
機構駆動部５７には、具体的には、エレベータ２を駆動するモータ５８，商品を搬入する
コンベア１の搬入モータ５９，フィルム搬送機構Ａ３のモータ６０等が電気的に接続され
ている。尚、包装機の構成は先に簡単に説明したが本発明と直接関係しないので、モータ
の制御の詳細については説明を省略する。機構駆動部５７には、商品の載置ズレ及び商品
の幅を検出する反射型光センサー６１（３ａ，３ａ’）と、商品の縦幅及び高さを検出す
る高さ検出センサー６２（３ｂ）が接続されており、検出データを制御部５２に出力する
ように構成されている。
【００３６】
　計量ラベルプリンタ制御部Ｇと包装機構制御部Ｉとで授受されるデータや指令の一例を
説明する。計量ラベルプリンタ制御部Ｇから包装機構制御部Ｉへ計量皿上に載置された商
品の計量が安定したことを報知する信号が送信される、包装機構制御部Ｉから計量ラベル
プリンタ制御部Ｇへラベル貼付位置決定のためのデータとして、商品の載置ズレ及び幅寸
法を検出する反射型光センサー３ａ，３ａ’で検出された一方の長さデータＬＲと高さ検
出センサー３ｂで検出された高さデータＨが送信される。計量ラベルプリンタ制御部Ｇと
包装機構制御部Ｉとの間で各制御部の状態信号（正常かエラー中か等）が授受される。
【００３７】
　例えば、商品の幅を検出する反射型光センサー３ａ，３ａ’、及び、高さセンサー、及
び、一番下側の商品の縦幅（奥行き）センサー３ｂなどが何らかの原因によりトレイサイ
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ズを検出できない場合は、包装装置１００内の記憶部（ＲＯＭ５４、ＲＡＭ５５、ＲＯＭ
３７、ＲＡＭ３８など）から、そのトレイサイズに対応するトレイ情報を呼び出す（読み
出す）ことができない（図６参照）。
【００３８】
　被包装物のトレイ情報を記憶部から正常に呼び出す（読み出す）ことができない状態の
場合、制御部５２は、図６に示したように、トレイ情報を検出できなかった旨を表示操作
部３９を介してオペレータに報知する。オペレータが図７に示した表示操作部３９の報知
画面の「確認」ボタンを押下すると、図８に示したように、候補とするトレイ情報を選択
可能に画面に表示する。
　オペレータは、表示操作部３９に表示されたトレイ情報を選択し「確定」ボタンを押下
することで包装装置１００にそのトレイ情報を設定する。包装装置１００は、被包装物に
対して最適な包装を行うことができる。また、包装装置１００は、このトレイ情報をラベ
ル貼付位置決定用のデータとして使用するので、商品にラベルを正しく貼付することがで
きる。
【００３９】
　詳細には、制御部５２（ＣＰＵ）は、サイズ検出部により検出された被包装物のトレイ
サイズに基づいて、記憶部からそのトレイサイズに対応するトレイ情報を読み出し、その
トレイ情報を基に包装部に包装処理を行わせる。
　また、制御部５２は、記憶部から被包装物に対応するトレイ情報を読み出せないと判断
した場合、包装部により該被包装物に対して包装処理を行わせる前に、記憶部に予め記憶
されているトレイ情報を読み出して、そのトレイ情報を被包装物に対応する候補として、
操作入力部により選択可能な設定画面を表示部に表示する処理を行う。
【００４０】
　また、制御部５２は、操作入力部により、表示部に表示された候補の中から指定のトレ
イ情報を示す操作指示が入力された場合、そのトレイ情報に基づいて包装部に被包装物の
包装処理を行わせる。
【００４１】
　また、制御部５２は、サイズ検出部により被包装物のトレイサイズを検出できない場合
、所定期間だけサイズ検出部からの信号を無効とし、操作入力部により、表示部に表示さ
れた候補の中からトレイ情報を指定する操作指示が入力されると、そのトレイ情報に基づ
いて前記所定期間だけ前記被包装物の包装処理を行う。
【００４２】
　また、制御部５２は、記憶部に、サイズ検出部により検出したトレイサイズに対応した
トレイ情報が記憶されていない場合、操作入力部により、新たに入力されたトレイ情報と
前記サイズ検出部により検出した未登録の前記トレイサイズとを関連付けて記憶部に記憶
する処理を行うとともに、そのトレイ情報に基づいて包装処理を行う。
【００４３】
　また、制御部５２は、記憶部に、サイズ検出部により検出したトレイサイズに対応した
トレイ情報が記憶されていない場合、記憶部に記憶された複数のトレイサイズ毎に対応す
るトレイ情報の中から、サイズ検出部により検出されたトレイサイズに近い順に各トレイ
情報を選択可能に表示する処理を行う。
【００４４】
　また、包装部によりフィルム包装された被貼付物に、トレイ情報に基づいて規定される
貼付位置にラベルを貼付するラベル貼付手段を有する。本実施形態では、制御部５２は、
記憶部から被包装物に対応するトレイ情報を読み出せないと判断した場合、制御部５２（
ＣＰＵ）とＣＰＵ３６とが協働して、操作入力部による操作指示により設定されたトレイ
情報に基づいて規定された貼付位置に、ラベル貼付手段によりラベルを貼付させる処理を
行う。
【００４５】
＜登録モード＞
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　包装装置の登録モード時の動作の一例を説明する。
　先ず、オペレータ（操作者）は操作入力部を操作して包装装置１００をトレイ登録モー
ドに設定する。詳細には、制御部５２の制御により、光センサーなどで構成されているサ
イズ検出部によりトレイサイズを検出するとともに、計量部４０により風袋重量（トレイ
の自重）の計量を行う。
　そして、制御部５２は、１０回など所定回数だけ正常にトレイサイズを検出したか否か
を判断し、所定回数トレイサイズを正常に検出した場合、それらのトレイサイズの平均値
を算出し、その算出されたトレイサイズを記憶部に記憶する。所定回数、トレイサイズを
正常に検出していない場合、サイズ検出部によりトレイサイズを所定回数取得するまで繰
り返す。
　包装装置１００の制御部５２は、トレイサイズに基づいて、フィルムのカット長などを
算出する。また、本実施形態に係る包装装置１００では、オペレータによる操作入力部か
らの操作指示に基づいて、フィルムのカット長、新たに登録するトレイ情報の名称などを
設定可能に構成されている。そして、制御部５２は、トレイ登録モードの一連の処理を全
て実行した後、通常の包装処理モードに移行する。
【００４６】
　図９は、本発明の実施形態に係る包装装置１００の動作の一例を示すフローチャートで
ある。図９を参照しながら、包装装置１００の動作の一例を説明する。
【００４７】
　ステップＳ１１において、オペレータが被包装物としての商品を商品載置部に載置した
場合、制御部５２は、光センサー３ａ、３ａ’、３ｂなどのサイズ検出部からの信号に基
づいて、被包装物のトレイサイズを検出する処理を行う。
【００４８】
　ステップＳ１３において、制御部５２は、被包装物のトレイサイズに対応するトレイ情
報を記憶部（ＲＯＭ５４、ＲＡＭ５５など）から正常に読み出せるか否かを判断し、読み
出せた場合、ステップＳ１５の処理に進み、記憶部から正常にトレイ情報を読み出せない
場合、ステップＳ１９の処理に進む。
【００４９】
　ステップＳ１５において、制御部５２は、記憶部から、検出したトレイサイズに関連付
けられたトレイ情報を読み出し、そのトレイ情報に基づいてフィルム包装処理を行う。
【００５０】
　ステップＳ１７において、制御部５２は、トレイ情報などに基づいてラベル貼付位置を
設定し、ラップ包装された商品のラベル貼付位置に、ラベル貼付手段にラベルを貼付させ
る処理を行い、ステップＳ１１の処理に進む。
【００５１】
　ステップＳ１９において、制御部５２は、トレイ情報を記憶部から正常に読み出せない
場合、制御部５２は、図６に示したトレイ情報を検出できなかった旨を表示操作部３９（
表示部）に表示し（図７参照）、報知画面の「確認」ボタンを押下すると、センサー不良
であるか否かを判断し、センサー不良であると判断した場合、ステップＳ２１の処理に進
み、それ以外の場合、ステップＳ５１の処理に進む。
【００５２】
　ステップＳ２１において、制御部５２は、センサー無効モード条件、例えば、センサー
不良のときセンサーからの信号を所定期間だけ無効とする等の条件を満たすか否かを判断
し、その条件を満たすと判断した場合、ステップＳ４３の処理に進み、その条件満たさな
いと判断した場合、ステップＳ２３の処理に進む。
【００５３】
　ステップＳ２３において、制御部５２は、設定画面を表示部に表示する処理を行う。詳
細には、制御部５２は、包装部によりその被包装物に対して包装処理を行わせる前に、記
憶部に予め記憶されているトレイ情報（図６参照）を読み出して、そのトレイ情報を被包
装物に対応する候補として、操作入力部としての表示操作部３９により選択可能な設定画
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面を表示部としての表示操作部３９に表示する処理を行う（図８参照）。
【００５４】
　ステップＳ２５において、制御部５２は、操作入力部としての表示操作部３９により、
表示部としての表示操作部３９に表示された候補の中から指定のトレイ情報を示す操作指
示が入力されたか否かを判断し、詳細には、オペレータにより表示操作部３９に表示され
たトレイ情報が選択され且つ「確定」ボタンが押下されたか否かを判断し（図８参照）、
トレイ情報が指定された場合、ステップＳ２７の処理に進み、指定されていない場合、ス
テップＳ３３の処理に進む。
【００５５】
　ステップＳ２７において、制御部５２は、候補の中から指定されたトレイ情報を記憶部
に記憶する処理を行う。
【００５６】
　ステップＳ２９において、制御部５２は、上記指定されたトレイ情報に基づいて、包装
部ｂに被包装物に対してフィルム包装処理を行わせる。
【００５７】
　ステップＳ３１において、制御部５２は、トレイ情報に基づいてラベル貼付位置を設定
し、ラベル貼付手段にラベルの貼付処理を行わせ、ステップＳ１１の処理に進む。
【００５８】
　ステップＳ３３において、制御部５２は、操作入力部としての表示操作部３９からの操
作信号に基づいて、新たなトレイ情報を作成するか否かを判断し、新たなトレイ情報を作
成する場合、ステップＳ３５の処理に進み、新たなトレイ情報を作成しない場合、ステッ
プＳ２３の処理に進む。
【００５９】
　ステップＳ３５において、制御部５２は、操作入力部としての表示操作部３９からの操
作信号に基づいて、新たなトレイ情報を作成し、その新たなトレイ情報を記憶部に記憶す
る処理を行う（ステップＳ３７）。
【００６０】
　ステップＳ３９において、制御部５２は、上記新たなトレイ情報に基づいて、包装部（
包装機Ａ）に被包装物に対してフィルム包装処理を行わせる。
【００６１】
　ステップＳ４１において、制御部５２は、新たなトレイ情報に基づいてラベル貼付位置
を設定し、ラベル貼付手段にラベルの貼付処理を行わせ、ステップＳ１１の処理に進む。
【００６２】
　ステップＳ４３において、制御部５２は、センサー無効モードとして、センサー不良の
ときセンサーからの信号を所定期間（例えば、被包装物として同じ商品を連続して包装す
る期間など）、設定されたトレイ情報に基づいて、包装部（包装機Ａ）に被包装物に対し
てフィルム包装処理を行わせる。
【００６３】
　ステップＳ４５において、制御部５２は、設定されたトレイ情報に基づいてラベル貼付
位置を設定し、ラベル貼付手段にラベルの貼付処理を行わせる。
【００６４】
　ステップＳ４７において、制御部５２は、センサー無効モードを解除するか否かを判断
し、解除しないと判断した場合、ステップＳ１１の処理に進み、解除すると判断した場合
、センサー無効モードを解除して（ステップＳ４９）、ステップＳ１１の処理に進む。
　詳細には、ステップＳ４７では、制御部５２は、被包装物として同じ商品を連続して包
装する期間が過ぎているか否かなどにより、センサー無効モードを解除するか否かを判断
する。尚、制御部５２は、操作入力部から無効モードの解除指示を示す信号に基づいて、
センサー無効モードを解除するか否かを判断してもよい。
【００６５】
　ステップＳ５１において、制御部５２は、記憶部に、サイズ検出部により検出したトレ
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イサイズに対応したトレイ情報が記憶されているか否かを判断し、記憶部にそのトレイ情
報が記憶されていないと判断した場合、ステップＳ３５の処理に進み、センサー不良によ
るエラーや、記憶部にトレイ情報が記憶されていないことによるエラーそれら以外の原因
によるエラーとして、例えば、その旨を示すエラー画面を表示部に表示して、包装処理を
一時停止するなどの所定のエラー処理を行い、エラーが解消された場合、ステップＳ１１
の処理に進む。
【００６６】
　以上、説明したように、本発明の実施形態に係る包装装置１００は、フィルムにより被
包装物を包装する包装部ｂを備える包装装置であって、被包装物のトレイサイズを含むト
レイ情報を記憶する記憶部（ＲＯＭ５４、ＲＡＭ５５、ＲＯＭ３７、ＲＡＭ３８など）と
、包装処理に関する表示を行う表示部（表示操作部３９）と、操作指示を入力する操作入
力部（表示操作部３９）と、被包装物のトレイサイズを検出するサイズ検出部（光センサ
ー３ａ、３ａ’、３ｂ）と、サイズ検出部により検出された被包装物のトレイサイズに基
づいて、記憶部からそのトレイサイズに関連付けられたトレイ情報（図６参照）を読み出
し、そのトレイ情報を基に包装部に包装処理を行わせる制御部５２と、を有し、制御部５
２は、記憶部から被包装物に対応するトレイ情報を読み出せないと判断した場合、包装部
ｂによりその被包装物に対して包装処理を行わせる前に、記憶部に予め記憶されているト
レイ情報を読み出して、そのトレイ情報を被包装物に対応する候補として選択可能に表示
部（表示操作部３９）に表示する処理を行う。
【００６７】
　また、本発明の実施形態に係る包装装置１００は、制御部５２が、操作入力部（表示操
作部３９）により、表示部（表示操作部３９）に表示された候補の中から指定のトレイ情
報を示す操作指示が入力された場合、そのトレイ情報に基づいて包装部ｂに被包装物の包
装処理を行わせる。
　このため、被包装物のトレイサイズに対応するトレイ情報の読み出しが正常にできない
場合、包装を行う前に、トレイ情報の候補を選択可能な設定画面を表示部（表示操作部３
９）に表示し、操作入力部（表示操作部３９）によりオペレータにその候補を選択させる
ようにしたので、オペレータにその設定画面から所望のトレイ情報を容易に選択させるこ
とができ、その選択されたトレイ情報に基づいて被包装物を最適にフィルム包装可能な包
装装置１００を提供することができる。また、良好な操作性で、良好な包装状態に包装可
能な包装装置１００を提供することができる。
【００６８】
　また、本発明の実施形態に係る包装装置１００は、サイズ検出部（光センサー３ａ、３
ａ’、３ｂ）により被包装物のトレイサイズを検出できない場合、制御部５２が所定期間
だけサイズ検出部からの信号を無効とし、操作入力部により表示部に表示された候補の中
からトレイ情報を指定する操作指示が入力された場合、制御部５２はそのトレイ情報に基
づいて所定期間だけ被包装物の包装処理を行う。
　このように、サイズ検出部により被包装物のトレイサイズを検出できない場であっても
、制御部は指定されたトレイ情報に基づいて所定期間だけ被包装物の包装処理を行うので
、オペレータによる簡単な操作により、被包装物に対して良好な包装状態となるようにフ
ィルム包装を行うことが可能な包装装置１００を提供することができる。
【００６９】
　また、本発明の実施形態に係る包装装置１００は、制御部５２が、記憶部に、サイズ検
出部により検出したトレイサイズに対応したトレイ情報が記憶されていない場合、操作入
力部により、新たに入力されたトレイ情報とサイズ検出部により検出した未登録のトレイ
サイズとを関連付けて記憶部に記憶する処理を行うとともに、そのトレイ情報に基づいて
被包装物に対して包装処理を行う。
　このように、トレイサイズに対応したフィルムのカット長を含むトレイ情報が未登録の
場合であっても、オペレータの簡単な操作により、被包装物に対して良好な包装状態とな
るようにフィルム包装を行うことが可能な包装装置１００を提供することができる。
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【００７０】
　また、本発明の実施形態に係る包装装置１００は、制御部５２が、記憶部に、サイズ検
出部により検出したトレイサイズに対応したトレイ情報が記憶されていない場合、記憶部
に記憶された複数のトレイサイズ毎に対応するトレイ情報の中から、サイズ検出部により
検出されたトレイサイズに近い順に各トレイ情報を選択可能に表示する処理を行ってもよ
い。
　このように、制御部５２は、サイズ検出部により検出されたトレイサイズに近い順に各
トレイ情報を選択可能に表示する処理を行うので、オペレータの簡単な操作により、容易
にトレイ情報を設定させることが可能な包装装置１００を提供することができる。
【００７１】
　また、上記実施形態の包装装置１００は、被包装物のトレイのサイズとして幅、高さ、
奥行きを検出するサイズ検出部（光センサー３ａ、３ｂなど）を備えたが、その幅、高さ
、奥行きの内、少なくともいずれか一つを検出し、それ例外を検出できない場合であって
も、制御部５２は、上記検出した幅、高さ、または、奥行きに近い順に各トレイ情報を選
択可能に表示する処理を行ってもよい。
　詳細には、例えば、被包装物のトレイサイズである幅、高さ、奥行きのうち、サイズ検
出部により幅のみ検出でき、高さと奥行きについては検出できない場合、制御部５２は、
その検出した幅に近い順に各トレイ情報を選択可能に表示する処理を行ってもよい。
【００７２】
　また、制御部５２は、記憶部に、サイズ検出部により検出したトレイサイズに対応した
トレイ情報が記憶されていない場合、包装対象の商品で使用されたトレイ情報について頻
度の多い順にトレイ情報を選択可能に表示部に表示する処理を行ってもよい。この場合、
頻度の多い順にトレイ情報が選択可能に表示されるので、オペレータは使用頻度の高い順
に最適なトレイ情報を検討することができ、オペレータにより容易に最適なトレイ情報を
設定させることが可能な包装装置１００を提供することができる。
【００７３】
　また、上記実施形態の包装装置１００は、被包装物のトレイのサイズとして幅、高さ、
奥行きを検出するサイズ検出部（光センサー３ａ、３ｂなど）を備えたが、その幅、高さ
、奥行きの内、少なくともいずれか一つを検出し、それ例外を検出できない場合であって
も、制御部５２は、上記検出した幅、高さ、または、奥行きの情報と、包装対象の商品で
使用されたトレイ情報について使用頻度の多いトレイ情報とを考慮して、選択される可能
性の高い順にトレイ情報を選択可能に表示部に表示する処理を行ってもよい。
【００７４】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこれ
らの実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等が
あっても本発明に含まれる。
　また、上述の各図で示した実施形態は、その目的及び構成等に特に矛盾や問題がない限
り、互いの記載内容を組み合わせることが可能である。
　また、各図の記載内容はそれぞれ独立した実施形態になり得るものであり、本発明の実
施形態は各図を組み合わせた一つの実施形態に限定されるものではない。
【００７５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の実施形態の一部または全部は、
以下の付記のように記載される。
［付記１］
　フィルムにより被包装物を包装する包装部を備える包装装置であって、
　前記被包装物のトレイサイズを含むトレイ情報を記憶する記憶部と、
　包装処理に関する表示を行う表示部と、
　前記被包装物のトレイサイズを検出するサイズ検出部と、
　前記サイズ検出部により検出された前記被包装物のトレイサイズに基づいて、前記記憶
部から該トレイサイズに関連付けられた前記トレイ情報を読み出し、該トレイ情報を基に
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前記包装部に包装処理を行わせる制御部と、を有し、
　前記制御部は、前記記憶部から前記被包装物に対応するトレイ情報を読み出せないと判
断した場合、前記包装部により該被包装物に対して包装処理を行わせる前に、前記記憶部
に記憶されている前記トレイ情報を読み出して、該トレイ情報を前記被包装物に対応する
候補として選択可能に前記表示部に表示する処理を行うことを特徴とする
　包装装置。
［付記２］
　前記制御部は、前記表示部に表示された候補の中から指定のトレイ情報が選択された場
合、該選択されたトレイ情報に基づいて前記包装部に前記被包装物の包装処理を行わせる
付記１に記載の包装装置。
［付記３］
　前記制御部は、前記サイズ検出部により前記被包装物のトレイサイズを検出できない場
合、所定期間だけ前記サイズ検出部からの信号を無効とし、前記表示部に表示された候補
の中からトレイ情報が選択されると、該トレイ情報に基づいて前記所定期間だけ前記被包
装物の包装処理を行うことを特徴とする付記１または付記２に記載の包装装置。
［付記４］
　操作指示を入力する操作入力部を更に備え、
　前記制御部は、前記記憶部に、前記サイズ検出部により検出したトレイサイズに対応し
たトレイ情報が記憶されていない場合、前記操作入力部により、新たに入力されたトレイ
情報と前記サイズ検出部により検出した未登録の前記トレイサイズとを関連付けて前記記
憶部に記憶する処理を行うとともに、該トレイ情報に基づいて前記包装処理を行うことを
特徴とする付記１から付記３の何れかに記載の包装装置。
［付記５］
　前記制御部は、前記記憶部に、前記サイズ検出部により検出したトレイサイズに対応し
たトレイ情報が記憶されていない場合、前記記憶部に記憶された複数のトレイサイズ毎に
対応するトレイ情報の中から、前記サイズ検出部により検出されたトレイサイズに近い順
に各トレイ情報を選択可能に表示する処理を行う付記１から付記４の何れかに記載の包装
装置。
［付記６］
　前記包装部によりフィルム包装された被貼付物に、トレイ情報に基づいて規定される貼
付位置にラベルを貼付するラベル貼付手段を有し、
　前記制御部は、前記記憶部から前記被包装物に対応するトレイ情報を読み出せないと判
断した場合、前記表示部に表示された候補の中から選択されたトレイ情報に基づいて規定
された貼付位置に、前記ラベル貼付手段にラベルを貼付させる処理を行う付記２から付記
５の何れかに記載の包装装置。
【符号の説明】
【００７６】
　１　プッシャーコンベア（コンベア）
　２　エレベータ
　３ａ　，３ａ’　反射型光センサー（サイズ検出部）
　３ｂ　高さ検出センサー（サイズ検出部）
　４　フィルムロール配置部
　５’ フィルム
　５　フィルムロール
　６　排出路
　６’　前折り込みローラ
　７　発行口
　８　吸着面
　３５　移動手段
　３６　ＣＰＵ
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　３６ａ　バス
　３７　ＲＯＭ
　３８　ＲＡＭ
　３９　表示操作部（表示部、操作表示部）
　４０　計量部
　４１　通信用のインターフェース回路（ＩＮＦ）
　４２　印字部
　４３　吸着部駆動部
　４４　商品検出センサー
　５２　制御部（ＣＰＵ）
　５２ａ　バス
　５３　通信用インターフェース回路（ＩＮＦ）
　５４　ＲＯＭ
　５５　ＲＡＭ
　５６　操作部
　５７　機構駆動部
　５８　モータ
　５９　搬入モータ
　６０　モータ
　６１　光センサー（サイズ検出部）
　６２　光センサー（サイズ検出部）
　１００　包装装置
　Ａ　ストレッチフィルム包装機（包装部）
　Ａ１　機枠
　Ａ２　フィルム保持手段
　Ａ３　搬送機構
　Ａ４　カッター
　Ｂ　計量ラベルプリンタ
　Ｃ　ラベル貼付装置（ラベル貼付手段）
　Ｄ　検出手段
　ａ　商品載置部
　ｂ　包装部
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